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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、GTP結合性翻訳伸長因子ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質はタンパク質合成に必須の因子であり、新生タンパク質鎖のリボソームA部位からP部位へのGTP依存性転座を促進します。このタンパク質は、EF-2キナーゼによるリン酸化によって完全に不活性化されます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：このタンパク質は、新生タンパク質鎖のリボソームA部位からP部位へのGTP依存性転座を促進します。,PTM：ジフタミドは2-[3-カルボキシアミド-3-(トリメチルアンモニウム)プロピル]ヒスチジンです。ジフタミドは、ジフテリア毒素および緑膿菌外毒素AによってADPリボシル化される。,PTM:EF-2キナーゼによるリン酸化はEF-2を完全に不活性化する。,類似性:GTP結合伸長因子ファミリーに属する。EF-G/EF-2サブファミリー。,サブユニット:mRNA監視SURF複合体の構成要素で、少なくともERF1、ERF3（ERF3AまたはERF3B）、EEF2、UPF1/RENT1、SMG1、SMG8、およびSMG9から構成される。,
	研究分野
	AMPK
	画像データ
	

	eEF2（リン酸化Thr56）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	eEF2（リン酸化Thr56）抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	eEF2（リン酸化Thr56）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	血清10% 30μlで処理したNIH/3T3細胞のライセートをeEF2（リン酸化Thr56）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のPhospho-EF-2（T56）ポリクローナル抗体を用いたSKOV3細胞のウェスタンブロット解析

